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10月７日、大野公民館グラウンド前で、自然

体験学習『昔ながらの稲刈り&足ふみ脱穀』が

行われ、大野地区の子どもたちなど約60人が参

加しました。

子どもたちは、もち米の稲を鎌で上手に刈り

取った後、脱穀などの作業にも積極的に挑戦し

ていました。

12月には、この日収穫した83kgのもち米を

使用し、もちつきを行う予定です。

稲刈り・脱穀を体験

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■町民税･県民税が変わります（Ｐ２～３）

■「児童虐待防止推進月間」（Ｐ４）

■下水道　水洗化はお早めに（Ｐ５）

■平生町財政状況の公表（Ｐ６～７）

■平生町人事行政の運営状況（Ｐ８）

■まちの話題（Ｐ11～13）

■情報伝言板（Ｐ18～19）

主な内容

◇ホームページ：http://www.hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp/ ◇E-mail：hirao1@hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp

◇発行：平生町役場
〒742-1195
山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1
Tel0820（56）7120<企画課>
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① 税源移譲による税率の改正（国から地方へ）

平成19年から税源移譲などにより

19年度課税分から実施されることにな

りました。税源移譲については、町民

税･県民税の所得割と所得税の税率が次

のとおり改正されることで行われます。

なお、税源移譲の実施により町民税・

県民税の負担が増えても、その分、所得

税の負担が減り、納税者の負担は極力変

わらないように配慮されています。

～税制改正の主なポイント～

「地方でできることは地方に」という方針のもと進められている三位一体改革。地方団体は国が国税と

して集めた財源の中から国庫補助金を受けており、必ずしも自主性が高いとはいえません。

このため、地方団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政サービスを自らの責任

でより効率的に行えるよう、所得税から町民税・県民税（住民税）へ、全国で約３兆円の税源移譲を平成

★上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成19年分所得税、平成19年度分町民

税・県民税から定率減税が廃止されるなどの影響があることにご留意ください。

町民税･県民税が変わります



平成18年11月号　広報ひらお３

※平成18年分については現行となります。

■問合せ先　町役場税務課　Tel（56）

②定率減税の廃止

■人的控除額の差による税負担の調整措置
町民税・県民税と所得税では、配偶者控除・扶養控除・基礎控除など人的控除額に差があります。（基礎

控除で言えば、町民税・県民税の33万円と所得税の38万円との差５万円）。したがって、同じ収入金額の場

合、町民税･県民税で課税される所得は所得税よりも多くなってしまいますので、町民税･県民税の税率を

５％から10％に引き上げた場合、所得税の税率を引き下げただけでは、町民税･県民税の税負担が増えるこ

とになります。このため、納税者の人的控除額の差を適用状況に応じて町民税･県民税を減額することによ

って税負担が増えないように調整します。

Ｑ. 税負担は増える？減る？

ご安心ください。税源移譲によって町民税・県

民税が増えても、所得税が減るため、納税者の

負担が変わらないような措置が取られており、

税源移譲の前後で、「(町民税・県民税)＋所得

税」の負担は極力変わらないように配慮されて

います。

■町民税・県民税（平成19年度以降の町民税・県民税について適用）

■ 所得税（平成19年分以降の所得税について適用）

③65歳以上の人に適用される非課税限度額の廃止

A. 

65歳以上の人で，前年の合計所得金額が125万円以下の人に対する非課税措置が平成18年度から廃止さ

れました。ただし，昭和15年１月２日以前生まれの人で，前年の合計所得金額が125万円以下の人につい

て，以下の経過措置があります｡

考えてみませんか？　私たちの「税」について税を考える週間
11月11日～17日は、「税を考える週間」です。「税を考える週間」は、税のしくみや役割を理解していただくことを目

的としており、平成18年度のテーマは「少子・高齢社会と税」です。

④その他
■地震保険料控除の創設【損害保険料控除からの改組】
（町民税・県民税は平成20年度課税分から〔所得税は、平成19年分以降から〕）
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●児童虐待とは

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権

を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
時
に
は

生
命
を
も
奪
っ
た
り
、
心
身
の
成

長
と
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
世
代
間
連

鎖
に
よ
り
次
世
代
に
引
き
継
が
れ

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
極
め
て

重
要
で
す
。関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
虐
待
を
防
止
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

●子どもを虐待から守るための５か条

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

●ひとりで、また一つの機関では子どもを虐待から守ることはできません。

常にこどもを中心に考え、健康福祉課こども班や身近な機関へ相談してください。

あなたの秘密は守られます。

●身近な所で見守り、支援活動をしています

11
月
は『あなたの「もしや？」が

子どもを救う。』

■問合せ先　町役場健康福祉課こども班　Tel（56）7115
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下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
公
共
ま
す
に
流
す
た
め
の
「
排
水
設
備
」

を
造
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
が
完
成
し
、
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、
３

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
、ま
た
、

台
所
、
風
呂
場
、
洗
面
所
な
ど
か

ら
の
汚
水
は
、
速
や
か
に
下
水
道

に
流
れ
る
よ
う
排
水
設
備
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
下

水
道
法
で
は
、
供
用
開
始
後
３
年

以
内
に
行
う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
罰
則
も
あ
り
ま
す
。）

工
事
は
な
る
べ
く
早
め
に

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
排
水

設
備
指
定
工
事
店
で
な
い
と
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
指
定
工
事
店
で
施

工
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
者
は
、

指
定
工
事
店
に
直
接
工
事
の
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
平
生
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
一
覧
表
は
広

報
５
月
号
に
掲
載
）

◎
く
み
取
り
便
所
の
場
合

す
で
に
あ
る
便
器
を
取
り
壊

し
、
便
槽
を
取
り
除
い
て
、
砂
な

ど
で
埋
め
戻
し
を
し
ま
す
。

◎
浄
化
槽
の
場
合

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
ト
イ
レ
は
す
で
に
水
洗
化

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
速
や
か
に

接
続
替
え
工
事
を
し
て
直
接
下
水

道
管
に
流
し
て
く
だ
さ
い
。
便
器

な
ど
の
内
部
設
備
は
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
の
で
、
浄
化
槽
の
廃

止
と
排
水
管
切
り
替
え
が
主
な
工

事
と
な
り
ま
す
。

工
事
は
指
定
工
事
店
で

汚
い
ド
ブ
や
溝
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
蚊

や
ハ
エ
の
発
生
を
防
い
で
、
疾
病
の
心
配
も
な
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
並
み
も
美
し
く
、
快
適
で
安

心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。

水
洗
化
の
工
事
に
つ
い
て

《
排
水
設
備
と
は
》

台
所
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
排
水
を
下
水

道
ま
で
排
除
す
る
た
め
の
排
水
管
や
ま
す
な
ど
の
施
設
で
す
。
排
水

設
備
の
設
置
は
、
建
築
物
の
所
有
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
有
者
以
外
で
も
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

建
築
物
の
所
有
者
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
宅
地
内
に
設
置
さ

れ
る
の
で
、
工
事
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

平
生
町
の
下
水
道
は
分
流
式
で
す
の
で
、
汚
水
だ
け
を
管
に
集
め

る
排
水
設
備
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。（
雨
水
を
公
共
ま
す
に
つ
な

ぐ
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
は
、
下
水
管
で
終
末
処

理
施
設
に
集
め
ら
れ
、
き
れ
い
に
し
て
か
ら
海
に
流

さ
れ
ま
す
。
魚
や
他
の
生
物
が
す
む
こ
と
が
で
き
る

清
流
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
の
人
で

も
安
心
し
て
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
悪
臭
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
、
平
生
町
の
公
共
下
水

道
お
よ
び
漁
業
集
落
排
水
施
設
の
普
及
率
は
、
53
・

７
％
で
、
山
口
県
全
体
で
は
、
57
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

公
共
下
水
道
・
漁
業
集
落
排
水
施
設
が

整
備
さ
れ
る
と
…

水
洗
化
は

お
早
め
に

下水道
●
さ
わ
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

●
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

●
清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
の
街
に
な
り
ま
す
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平生町財政状況の公表等に関する条例に基づき、平成17年度の決算状況に

ついて公表いたします。

平成17年度 決算状況
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平成18年度予算の収

入・支出状況（９月30日

現在）を公表いたします。

財政公表は、町民のみな

さんに町の財政がどのよう

な状況になっているかを知

っていただくため、年２回

公表しています。

◆町有財産の状況

（証券・出資金・基金）

25億1,507万7,305円

190万5252m2 5万3,074m2

10 台１　隻

（土　地） （建　物）

（船　舶） （消防車）

※各予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。

※漁業集落環境整備事業の予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。
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平生町人事行政の運営などの状況をお知らせします

■問合せ先　町役場総務課　Tel（56）7111

後編「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、その概要をお知らせします。

農地・水・環境保全向上対策の事業を募集します
農林水産省では、平成19年度から、農地や農業用水などの資源の保全とその質の向上を図る新たな対策

が導入されました。この事業は、地域ぐるみで農地や水を守る効果の高い共同活動と、環境保全に向けた

営農活動を支援する事業です。

●事業内容

①農業振興地域農用地内で、集落や水系単位などでまとまった地域の農業者・

地域住民などで活動組織を設立します。（規約の作成が必要）

②活動組織が話し合い、活動計画の作成をします。

③活動計画に基づいて、農道への砂利補充・水路の江ざらいや草刈り・景観植

物の植栽などを活動組織が実施します。

※活動は５年間継続して実施しなければなりません。

●募集期限 11月24日金

事業の要望や、詳細な内容(補助金額など)については、役場経済課までお問い合わせください。

■問合せ先　町役場経済課　農林振興班　Tel（56）7117
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●対象となる人

昭和61年（1986）４月２日～昭和62年（1987）

４月１日までの間に生まれた人で、平生町在住また

は出身の人

日　時 平成19年１月７日日
会　場 平生町武道館
日　程 受　　付　午前９時30分～

式　　典　午前10時～
記念写真　午前10時50分～
記念行事　午前11時10分～12時30分

●案内状の送付

平生町に住所（住民登録）のある人と事前に申し

込みをされた人には、案内状を12月上旬に送付し

ます。

事前に確認されたい人や対象者で12月中に案内

状が届かない人は、平生町教育委員会までお問い合

わせください。

●町外に住所（住民登録）のある人

町外に住所（住民登録）のある平生町出身の人で、

式典への出席を希望される人は、事前に平生町教育

委員会に申し込んでください。案内状を送付します。

《申込方法》

◇連絡事項 新成人の氏名、生年月日、住所、平生

町での住所（旧住所）と世帯主氏名、連絡先など

◇受付期限 12月20日水まで

※20日以降でも受付をいたしますが、案内状の発

送が遅れたり、式典当日に配布する名簿への掲載

が間に合わなかったりする場合がありますので、

早めにご連絡をお願いします。

■申し込みおよび問合せ先 町教育委員会　社会教育課　Tel（56）6083

日本全国で提供されている加入電話、公衆電話、緊急通報（110

番・118番・119番）の電話サービス。これらが、電気通信事業法

に定められたユニバーサルサービスです。

ＮＴＴ東日本・西日本が提供しているこれらのサービスは、携帯

電話やIP電話の普及および電話サービスの競争の進展などに伴い通

話料金が大幅に安くなった一方、このユニバーサルサービスの提供

費用が不足することになっています。

このため、固定電話・携帯電話・ＰＨＳ・IP電話などの電話会社

56社が協力して費用を出し合う「ユニバーサルサービス制度」が

スタートすることとなりました。その費用は、最終的には、みなさ

まがお支払いになる電話サービスの料金で賄われることになりま

す。

この制度の円滑な運営のため、ぜひともご理解とご協力をお願い

します。

「電話のユニバーサルサービス制度」がスタートします。

■問合せ先

社団法人電気通信事業者協会　支援業務室

Tel０５７０（０２）１２６７　【受付時間　９時～17時（土日・祝日・年末年始を除く） 】

http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/universalservice/

全国どこでも公平に利用できる電話サービスを、みんなで支える新しい仕組みです。

来年１月７日(日)に

成人式を開催します

新成人のみなさんへ
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「無くて七癖」という言葉があります。歩き方、話
し方、食べ方…など、自分では気がついていないのだ
けれど…。
10月21日土に、平生小学校の土曜参観日に足を運ん

でみました。６年生が、日本大学教授の尾崎先生から、
「歯と口の健康つくり」について、お話しを聞いている
ところでした。その中で、母親の口癖として「早くし
なさい。」と子どもたちをせかしていませんか？との投
げかけがありました。参観されたお母さんにとっては、

自分のくせを見直し、子どもに良い環境を与えよう！
平生小ＰＴＡの一保護者のつぶやき

耳の痛い思いをされたかもしれません。みなさんのお宅では、食事の時にテレビをつけていませんか。
子どもは、テレビに集中して、食べるのがおろそかになり、しかる原因をつくっているように思いま
す。我が家でも以前は、テレビをつけながら食べさせていましたが、「早う食べんにゃ！」この言葉
を何回言ったことか…。それから、「よし、テレビを消して食べさせればいいんだ。」という発想から、
今では、テレビ無しで笑い有りの食事時間を過ごしています。笑いがあれば、余計に食事も美味しく
なり、言わなくても子どもが学校の様子などを話してくれるようになりました。また、子どもが寝る

△尾崎先生（日大）による授業風景

前に「おーい、歯磨きするよう！」と声をかけます。こ
の声かけに、子どもは、ゆったりと時間をかけ、歯磨き
をしています。
親の在り方（環境）によって、子どもは変わってくる
ような感じがします。食べることは、栄養を摂るだけで
なく、どのような食事をさせるかによって、子どもに
「生きる力」を与えることができると思います。歯磨き
をすることは、虫歯をつくらないだけでなく、たくさん
の笑顔ある生活を送れるものと信じています。
「食欲の秋」子どもたちに、どんな食事時間を与えて
いるか、もう一度考えてみませんか！

平成18年秋季全国火災予防運動
11月９日木～15日水は、秋季全国火災予防

運動期間です。
～住宅防火　いのちを守る　７つのポイント～

◇３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

◇４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置す
る
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用す
る
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設
置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる

●重点目標
・住宅防火対策の推進

・放火火災・連続放火火災防止対策の推進

・特定防火対象物などにおける防火安全対策

の徹底

「消さないで
あなたの心の

注意の火。」
《平成18年度全国統一防火標語》
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食
事
の
大
切
さ
を
学
ぶ

９
月
29
日
、
周
南
市
立
周
央
保
育
園
管
理
栄
養
士
の
山
田
洋

子
先
生
を
招
い
て
、
す
く
す
く
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
が
町
保
健
セ

10
月
６
日
、
平
生
中
学
校
１
年
生
が
、
一
人
暮
ら
し
を
さ

れ
て
い
る
お
年
寄
り
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
手
伝
い
を

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
こ
こ
ろ
と
身
体
に
お
い
し

い
食
事
』
と
題
さ
れ
た
講
演
で

は
、
「
食
育
」
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
や
ア
レ
ル
ギ
ー
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
方
法

な
ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん

は
、
家
族
の
食
事
に
役
立
て
よ

う
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

す
る「
ひ
ら
お
お
助
け
隊
」

と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

お
助
け
隊
は
、
訪
問
先

で
お
年
寄
り
に
あ
い
さ
つ

を
し
た
後
、
窓
ふ
き
や
庭

の
草
む
し
り
な
ど
の
奉
仕

活
動
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
掃
除
な
ど
が
終

わ
っ
た
後
は
家
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、
お

年
寄
り
と
の
交
流
も
深
め

て
い
ま
し
た
。

人権擁護委員の功労と委嘱

平生町人権擁護委員の本摩哲人さん（曽根）

が、平成18年9月30日をもって退任されまし

た。本摩さんは、平成６年７月１日から12年

３カ月にわたり本町の人権擁護委員を務めら

れ、このたび、長年の功績により法務大臣から

感謝状を授与されました。 10月４日、第41回平生町音楽鑑賞会が、町体

育館で開かれました。

今年は、声楽家の北川桜さんとスイス、オース

トリアなどアルプス地方の民族音楽を演奏してい

るグループ「エーデルワイス・ムジカンテン」が

出演。会場には、アルプス地方の民族音楽の音色

や華やかな民族衣装を楽しみに多くの人が集まり

ました。

観客は、独特の声を響かせるヨーデルや長い管

が特徴的なアルプホルンの音色など、アルプスの

壮大な光景が浮かんでくるような演奏に、楽しい

ひとときを過ごしていました。

アルプス民族音楽を楽しむ

人権擁護委員は、すべ

ての人権問題について、

必要な助言をしたり関係

官公署を紹介するなど、

問題解決の手助けをして

います。

また、本摩さんの後任

として、中尾一眞さん

（佐賀）が法務大臣から

委嘱されました。

△写真左から山田町長、本摩さん

△中尾さん
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フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト
「
秋
の
植
栽
」

10
月
21
日
、
平
生
町
フ
ラ

ワ
ー
ベ
ル
ト
整
備
事
業
「
秋

の
植
栽
」
が
、
町
内
４
カ
所

の
花
壇
と
ひ
ら
お
特
産
品
セ

ン
タ
ー
前
か
ら
山
口
銀
行
前

ま
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
栽
に
は
、
地
域
住
民
や

平
生
町
生
涯
学
習
推
進
協
議

会
の
み
な
さ
ん
な
ど
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、

約
１
万
本
の
ビ
オ
ラ
を
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

平生小防犯訓練

10月20日、平生小学校が不審者対策防

犯訓練を行いました。

不審者に声をかけられたときなど非常時

の避難方法を確認し、問題点を把握するた

め、平生警察署の指導のもと、「子ども

110番の家」へ駆け込む実地訓練をしまし

た。

平生小学校６年生の児童２名は、不審者

役の警察署員に声をかけられると、近くの

「子ども110番の家」に避難し、駆けつけ

た警察官に犯人の特徴や逃走方向などを説

明することができました。

こうした訓練により、子どもたちや地域

の防犯意識を高め、犯罪を未然に防ぐこと

が重要です。

ブルーベリー漬が最優秀賞

９月21日、県庁で行われた「ふるさと特産加

工開発コンクール」で、本町の生活改善実行グル

ープ連絡協議会・大野グループが出品した『ブル

ちゃん漬け』が、漬物類（創作の部）部門で最優

秀賞（県知事賞）を受賞しました。

10
月
17
日
、
つ
ば
さ
保
育
園
で
、
海
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
紙
芝
居
（
う
み
が
め
マ
リ
ン
の
大
冒
険
）
が
徳
山
海
上
保
安

海
を
き
れ
い
に

出品代表者の高杉壽子

さん（大野南）と同協議

会会長の平原一子さん

（佐賀）は、10月16日、

受賞の報告に町役場を訪

れました。

『ブルちゃん漬け』は、新鮮なダイコン、キュ

ウリ、ニンジンを食べやすい大きさに切って塩漬

けした後、ブルーベリーの甘酢に漬けて作られた

ものです。甘酸っぱいブルーベリーの特長を生か

したこの漬物は、11月11、12日にひらお特産品

センターで行われるイベント『「ひらおの味」フ

ェスタ（ルーラル・ゆうゆう・フェスタ）』に合

わせ、商品化される予定です。

部
主
催
に
よ
り
上
演
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
海
洋
環
境
保
全
の
周

知
・
啓
発
活
動
の
一
環
で
、
紙
芝

居
で
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
環

境
保
全
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。

上
演
後
、
海
上
保
安
庁
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
う
み
ま
る
く
ん
」
と
ふ

れ
あ
う
時
間
も
あ
り
、
園
児
は
楽

し
そ
う
に
う
み
ま
る
く
ん
の
周
り

に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

△左から平原さん、山田町長、高杉さん

�
不
審
者
役
の
警
察
署
員
と
児
童
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各分野での功績により表彰

△左から山田町長、吉田さん

10
月
19
日
、
山
口
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
山
口
県

更
生
保
護
研
修
大
会
」
で
、
柳
井
保
護
区
保
護
司
会
熊
毛

支
部
の
吉
田
博
海
さ
ん
（
大
野
南
）
が
『
法
務
大
臣
表
彰
』

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
月
26
日
、
受
賞
の
報
告
に
町
役

△左から福井さん、山田町長、西川さん

竪
ヶ
浜
老
人
ク
ラ
ブ
（
内
）
百
寿
会
は
、
10
月
14
日
に

長
門
市
で
開
か
れ
た
「
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

に
お
い
て
、『
や
ま
ぐ
ち
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
章
』
を

受
章
し
、
報
告
の
た
め
同
会
長
の
西
川
直
道
さ
ん
と
平
生

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
昭
和

58
年
に
保
護
司
に
就
任

し
て
以
来
、
23
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
犯
罪
者

の
更
生
や
再
犯
防
止
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
表
彰

は
、
多
年
に
わ
た
る
保

護
司
活
動
に
、
顕
著
な

功
績
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
福
井
將
夫
さ
ん

（
大
野
北
）
が
同
月
17

日
、
町
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

百
寿
会
は
、
小
中
学

生
通
学
時
の
見
守
り
や

「
ほ
ぼ
ろ
」
と
呼
ば
れ

る
ワ
ラ
か
ご
作
り
な
ど

の
活
動
が
、
生
涯
現
役

社
会
づ
く
り
の
模
範
で

あ
る
と
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

△中本さん

10
月
５
日
、
田
布
施
町
で
行
わ
れ
た
「
平
成
18
年
度
柳

井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内
食
生
活
改
善
推
進
員
研
修

会
」
の
中
で
、
本
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の
中
本
和
子

さ
ん
（
大
野
南
）
が
『
保
健
環
境
功
労
者
』
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

中
本
さ
ん
は
、
昭
和

60
年
か
ら
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
、
主
に

給
食
サ
ー
ビ
ス
や
婦
人

会
料
理
教
室
な
ど
を
中

心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
び
の
表
彰

は
、
長
年
に
わ
た
る
推

進
員
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

△三好竹雄さん（会長代理）

周
防
大
島
町
で
９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
18
年

度
快
適
な
環
境
づ
く
り
柳
井
地
区
大
会
」
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
峰
寿
会
（
宇
佐
木
）
が
『
柳
井
地
区
環
境
衛
生
連
絡
協

議
会
長
表
彰
（
環
境
衛
生
改
善
模
範
団
体
）』
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

峰
寿
会
は
、
矢
野
哲

三
郎
会
長
を
中
心
に
、

田
布
路
木
集
会
所
周
辺

の
清
掃
活
動
や
平
生
町

フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト
整
備

事
業
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
奉
仕
活
動
が
、
快

適
な
環
境
づ
く
り
に
貢

献
し
、
他
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

運 動 会 写 真 集

△平生幼稚園（10／7） △平生保育園（10／7） △佐賀保育園（10／7）

△平生中央児童館（10／28）

△宇佐木保育園（10／7）

△ファミリースポーツ・レク
リエーション大会（10／15）

△すくすく運動会（10／19）△つばさ保育園（10／7）
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「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

〜
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
〜

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
り

高
脂
血
症
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
症

を
合
併
す
る
症
候
群
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

１
つ
１
つ
の
症
状
が
軽
く
て
も

「
肥
満
」「
高
脂
血
症
」「
高
血
糖
」

「
高
血
圧
」
の
危
険
因
子
が
３
つ

以
上
合
併
し
た
場
合
、
ま
っ
た
く

持
た
な
い
人
と
比
べ
て
心
臓
病
の

発
症
リ
ス
ク
は
35
・
８
倍
と
急
激

に
高
く
な
る
の
で
す
。

「
“ち
ょ
っ
と
”
お
腹
が
出
て

き
た
」
「
“
ち
ょ
っ
と
”
中
性
脂

肪
値
が
高
い
」
「
“
ち
ょ
っ
と
”

血
糖
値
が
高
め
」
と
、
そ
の
“
ち

ょ
っ
と
”
を
見
逃
す
と
、
将
来
大

変
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
　

〈
予
防
す
る
に
は
〉

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

①
日
頃
の
活
動
に
身
体
を
動
か
す

習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

②
１
日
３
食
規
則
正
し
く
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

③
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
放

っ
て
お
く
と
徐
々
に
動
脈
が
硬
く
も
ろ
く

な
り
、
他
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
た
め
、

治
療
が
必
要
で
す
。

薬
の
効
き
目
が
十
分
で
な
い
時
、
１
つ

の
薬
の
量
を
増
や
す
よ
り
、
効
き
方
の
違

う
薬
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
方
が
効
果
的

で
副
作
用
も
防
げ
る
た
め
、
何
種
類
も
の

薬
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
に
よ
っ

て
血
圧
が
下
が
り
ま
す
が
、
服
薬
を
中
止

す
る
と
か
え
っ
て
血
圧
が
高
く
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
確
実
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

薬
を
飲
み
始
め
た
ば
か
り
の
時
や
食
後

は
、
特
に
立
ち
く
ら
み
を
起
こ
し
や
す
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
高
血
圧
症
の
患
者
さ
ん
へ

シ
リ
ー
ズ

No.546

小松菜を使っているの

で、色がきれいなうえにカ

ルシウムもたっぷりとれま

す。

《材　料》　８人分

《作り方》

①ゼラチンを分量の水に振り入れてふやかす。

②小松菜を柔らかく茹でて、水気を絞りざく切りに

する。Ａの水、砂糖といっしょにミキサーにかけ

る。

③②とBをよく混ぜ合わせて火にかけ、沸騰する直

前に火を止め、①を加えて溶かす。

④③のあら熱を取り、型に流し、冷やし固める。

（泡立てた生クリームを飾ってもよい。)

ゼラチン 10ｇ

水　　　　　　 100cc

小松菜　 １株

水　　 100cc

砂糖 50ｇ

牛乳 200cc

水　　　　　 100cc

小松菜プリン

く
す
り
の
飲
み
方
・
使
い
方

No.

７

１に運動　２に食事
しっかり禁煙　最後にクスリ

｛Ａ
｛Ｂ
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 139

ご
存
じ
で
す
か
？
学
校
開
放
週
間

平
生
町
立
平
生
中
学
校

平
生
中
学
校
で
は
、
昨
年
の
２

学
期
か
ら
普
段
の
学
校
の
様
子
を

公
開
す
る
た
め
に
、
学
期
に
１
回

学
校
開
放
週
間
を
設
け
て
い
ま

す
。こ

の
期
間
は
保
護
者
や
地
域
の

み
な
さ
ん
な
ど
、
町
民
ど
な
た
で

も
気
軽
に
学
校
を
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
校
の
授
業
や
活

動
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
、
学
校

教
育
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

来
校
さ
れ
生
徒
た
ち
の
様
子
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
、
こ
れ
か
ら
の
本

校
教
育
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
開
放
週
間
を
契
機
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
信
頼
の
絆
を

強
め
て
、
地
域
と
と
も
に
生
徒
を

育
て
、
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

授
業
は
こ
の
週
間
中
す
べ
て
の

学
級
・
学
年
で
開
放
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
自
由
に
参
観
し
て
く
だ

さ
い
。
授
業
以
外
で
、
給
食
前
の

健
康
時
間
や
昼
休
み
の
様
子
な
ど

も
見
て
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

平
生
中
学
校

Tel
（
５
６
）
２
０
５
３

平生図書館　Tel（56）2310

11月…20日月、23日（木／勤労感謝の日）、27日月、30日（木／月末整理日）
12月…４日月、11日月

《一般書》

《児童書》

青春の雲海

森村　誠一　著

水銀虫

朱川　湊人　著

美しい国へ

安倍　晋三　著　

脳年齢が10歳若くなる新しい朝の習慣術

米山　公啓　著　

とうさんはタツノオトシゴ

エリック・カール　作

ことりのうち

さとうわきこ　作・絵

大きな友だちゴリラ

こやま峰子　作

しずかな日々

椰月美智子　著

宇宙飛行士大図鑑

ＰＨＰ研究所　編

「絵と随筆と旅の本」一枚の繪10月号

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
『人間のけじめ』
ぐらつかない生きかた

上 坂 冬 子 著　

靖国問題から少子化時代まで日本

をとりまく愚をただす！歴史・良
識・戦後・暮ら

し・老いと「５

つのけじめ」論

を冴え渡るペン

先でつづった痛

快エッセイ。

●期　間

平成18年11月16日木、17日金、20日月、21日火、22日水の５日間

●日　程

１校時は8：40に始まり、15：30に６校時が終わります。

その後生徒は部活動を行い、17：00に下校します。

●その他

◇当日の日課は生徒玄関に掲示しています。

◇ご面倒でも生徒玄関で記名し、平生中の札を付けていただきますようお願いしま

す。

学校開放週間のご案内
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【交通安全標語】 自転車は　正しいマナーが　ライセンス （平成18年「交通安全年間スローガン」 ）

１年前に新聞の訪問販売があり、今の新聞の契約期間が終わ

ってからならと１年後からの購読契約をしました。

そして今日から配達され始めたのですが、どうも今までの新

聞の方が読みやすいので、解約したいとお願いしたのですが、

応じてくれません。このまま解約できないのでしょうか。

この場合、クーリングオフ期間を過ぎているので、原則とし

て契約解除はできません。販売店との話し合いになりますが、

契約時に受け取った景品相当額や解約料を求められる場合もあ

ります。

訪問販売により新聞の購読契約をした場合、契約書面を受け取っ

て８日以内はクーリング・オフ（無条件解約）できますが、クーリ

ング・オフ期間を過ぎると一方的な理由での解約はできず、販売店

との交渉が必要となります。

新聞契約のトラブルに遭わないためには、何年も先の契約や長期

間の契約は避けることです。

また、契約をする際は、セールストークや景品に惑わされること

なく、自分の読みたい新聞を主体的に選ぶこと、契約書の内容はよ

く確認して署名、捺印をし、契約書の控えは必ず受け取り、大切に

保管しておきましょう。

なお、新聞購読しないと言っているのにしつこく居座り無理矢理

勧誘するなどの行為があった場合は、クーリングオフの期間経過後

でも契約解除が可能な場合もあります。

◆◇ワンポイント◇◆

新聞の購読契約トラブル

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

山口県警察では、犯罪の被害や迷惑行為などでお悩みの人に対し

て、被害相談窓口を設け、よりさまざまな相談に応じています。

犯罪などの被害に遭われた人はもとより、ご家族や知人の相談も

受け付けています。ひとりで悩まずにお気軽に相談してください。

被害相談電話について
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柳井健康福祉センター相談日
◎保健事業【11月16日～12月15日】

〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｃ型肝炎検査《予約開催》　要予約〔1,430円〕

12月12日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《予約開催》　要予約

12月12日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《予約開催》　要予約

11月30日木 13：00～16：00

●不妊専門相談《予約開催》　要予約

12月７日木 15：00～17：00

●エイズ抗体検査・相談《予約開催》　要予約

12月12日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《予約開催》　要予約

11月21日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談　要予約（前日まで）

11月24日金、12月８日金 10：00～15：00

○井戸水・水質検査（事前に来所のこと）〔有料〕

11月28日火、12月12日火 ９：00～11：00

※《予約開催》は１週間前までに予約してください

〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 浜辺の歌　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 峠の我が家

まちの人口 月間交通事故発生状況

発生件数

平生警察
署管内

平生町内

人身 物損
死者
（人）

傷者
（人）

２ ７ ０ ２

９０26６

編

集

後

記

▼
広
報
11
月
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
▼
朝
晩
の
寒
さ
が
増

し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も

少
し
風
邪
気
味
な
の
で
す

が
、
み
な
さ
ん
、
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
▼
Ｐ
14
の
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
つ
い
て
、
人
ご
と
で
は
な

い
と
思
い
、
ま
ず
は
体
力
を

つ
け
る
事
か
ら
始
め
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
範

囲
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

９月

月間火災・救急発生状況

火　災

広域消防
組合管内

平生町内

建物 山林 その他
救急

０ ０ ０ 30

258３０１

９月

９月30日現在の住民基本台帳記

載人口。（ ）内は前月対比。 資料：平生警察署 資料：柳井地区広域消防組合

※広域消防組合管内…柳井市・周防大島町・上関町・平生町※平生警察署管内…田布施町・上関町・平生町

今月の納税【11月】 納期限11月30日

休日夜間在宅当番医

◎夜間在宅当番医

午後６時～午後10時は下記の場所で診療します。

◎熊南地域休日診療所

午前９時～午後５時は熊南地域休日診療所をご利

用ください。（日程は夜間在宅当番医と同じです。）

〔平生町曽根向井原／Tel（５６）５３５３〕

11月12日日 向井医院（平生町下横）

Tel（５６）２１０６

11月19日日 吉村胃腸科内科（田布施町下田布施）

Tel（５２）３２６６

11月23日祝 藤田医院（田布施町宿井）

Tel（５２）２５５８

11月26日日 志熊医院（上関町室津）

Tel（６２）１０３２

12月３日日 新谷医院（田布施町波野）

Tel（５２）５５５０

12月10日日 田尻医院（平生町十三割）

Tel（５６）７７３３

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：11月18日土 午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

連絡先　山口県看護協会柳井支部事務局
Tel（22）3456（内線2501）

国民健康保険税　　第５期

介護保険料　　　　第５期

☆完納で育てよう明るい平生町☆

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

「まちの保健室」
あなたの健康チェックをしてみませんか？
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

小
型
船
舶
操
縦
免
許

更
新
講
習

●
日
時

12
月
２
日
土
　

午
後
５
時
30
分
〜
　
受
付

（
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
）

自
衛
隊
生
徒
・
自
衛
官

採
用
試
験

◇
自
衛
隊
生
徒

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
19
年
４

月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
見
込
み
者
を
含
む
）

●
受
付
期
限

平
成
19
年
１
月
９
日
火

●
試
験
期
日

平
成
19
年
１
月
13
日
土

●
試
験
科
目

択
一
式
（
国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
英
語
）、
作
文

◇
自
衛
官
（
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
男
子
）
要
員
）

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
19
年
４

月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

●
受
付
期
限

12
月
６
日
水

●
試
験
期
日

12
月
17
日
日

●
試
験
科
目

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会

お
よ
び
作
文
）
、
口
述
試
験
、
適
性

検
査
お
よ
び
身
体
検
査

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　
柳

井
地
域
事
務
所

山
口
県
キ
ャ
リ
ア
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム

児
童
生
徒
の
勤
労
観
、職
業
観
や
、

自
己
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
む

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
理
解
・
啓
発

を
図
る
た
め
、
講
演
お
よ
び
実
践
発

表
を
中
心
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

●
対
象

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
お
よ
び
盲
・
聾
・
養

護
学
校
の
教
職
員
、
県
・
市
・
町
教

育
委
員
会
指
導
主
事
、
保
護
者
、
産

冬
期
青
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

●
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
研
修
、
異

世
代
交
流
、
教
育
現
場
見
学
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化
交
流
会
、
地

域
見
学
な
ど

●
派
遣
先

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

●
対
象

高
３
〜
大
人
ま
で

●
参
加
費

28
・
５
〜
36
万
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

Tel
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

業
界
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
心
の

あ
る
人

●
日
時

12
月
18
日
月

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

●
場
所

山
口
県
総
合
保
健
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

（
山
口
市
吉
敷
３
３
２
５-

１
）

■
問
合
せ
先

山
口
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課

平
成
19
年
度
自
治
医
科
大
学

（
医
学
部
）
入
学
者
募
集

●
出
願
資
格

高
等
学
校
も
し
く
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
19
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人

●
募
集
人
員

１
０
０
名

●
出
願
期
間

平
成
19
年
１
月
５
日
金
〜
１
月
23

日
火
　
午
後
５
時
ま
で

●
第
１
次
試
験
期
日

学
力
試
験
　
平
成
19
年
１
月
29
日
月

面
接
試
験
　
平
成
19
年
１
月
30
日
火

●
備
考

修
学
資
金
お
よ
び
奨
学
資
金
の
貸

与
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
後
に
県
知
事

指
定
の
へ
き
地
公
立
医
療
機
関
な
ど

に
所
定
期
間
勤
務
す
る
と
、
修
学
資

金
は
返
還
が
全
額
免
除
と
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ
先

県
健
康
福
祉
部
医
務
保
険
課

午
後
６
時
〜
　
講
習
開
始

●
場
所

平
生
中
央
公
民
館

●
持
参
品

本
籍
地
記
載
の
住
民

票
、
印
章
（
失
効
ま
た
は
再
交
付
の

場
合
）
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
セ
ン

チ
×
３
・
５
セ
ン
チ
／
更
新
中
証
明

書
の
必
要
な
人
は
免
許
証
の
コ
ピ

ー
）
、
免
許
証
、
再
交
付
の
場
合
は

運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人

は
メ
ガ
ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
５
９
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

●情報提供 法的トラブルの解決に役立つ情報の無料提供

●民事法律扶助 資力の乏しい人のための無料相談や裁判

費用などの立替相談

●司法過疎対策 弁護士がいないなど法律サービスを受け

ることが難しい地域での適切な料金での法律サービスの

提供

●犯罪被害者支援 被害者支援に詳しい弁護士や支援団体

などに関する情報の無料提供

●国選弁護関連業務 国選弁護人を確保し、捜査から裁判

まで一貫した国選弁護体制の整備

法テラス 日本司法支援センター

法テラスコールセンター
一般相談　　　　Tel0570－078374
犯罪被害者相談　Tel0570－079714

日本司法支援センター山口地方事務所
Tel050（3383）5490

法的トラブルを解決するのに、どのような方法があるの

かわからない。どこに相談すればいいのかわからない、と

いったときは、法テラスコールセンターまでお気軽にお電

話ください。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

お
知
ら
せ

相
　
　
談

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

平
成
18
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方

や
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
方
法
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
（
事

業
所
お
よ
び
事
業
主
）

●
日
時

11
月
17
日
金

午
後
２
時
〜

●
場
所

平
生
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
問
合
せ
先

光
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施

徳
山
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年

金
相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。

●
時
間
延
長
日
　（
午
後
７
時
ま
で
）

11
月
13
日
月
、
20
日
月
、
27
日
月

12
月
４
日
月
、
11
日
月
、
18
日
月
、

25
日
月

●
休
日
相
談
日

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

11
月
11
日
土
、
12
月
９
日
土

■
問
合
せ
先

徳
山
社
会
保
険
事
務
所

〔
年
金
相
談
〕

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

平
成
18
年
12
月
２
日
土
、

平
成
19
年
１
月
13
日
土
、
２
月
２
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販

会
社
・
銀
行
な
ど
へ
の
月
々
の
返
済

で
お
困
り
の
人
に
、
具
体
的
な
問
題

解
決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
の
紹

介
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
主
催

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

11
月
は
賃
金
不
払
残
業

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

タ
ダ
で
残
業
、
し
て
ま
せ
ん
か
？

さ
せ
て
ま
せ
ん
か
？

全
国
一
斉
に
賃
金
不
払
残
業
の
無

料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
時
期

11
月
23
日
祝

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
全
国
一
斉
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

Tel
０
１
２
０
（
７
９
３
）
２
８
３

■
問
合
せ
先

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

石
綿
業
務
従
事
者

特
別
健
康
診
断

不
正
軽
油
１
１
０
番

県
で
は
、
不
正
軽
油
の
製
造
や
販

売
、
使
用
な
ど
を
一
掃
す
る
た
め
、

24
時
間
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
連
絡
先

Tel
０
１
２
０
（
７
９
７
）
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
（
９
２
５
）
４
１
４
９

電
子
メ
ー
ル

a1
0
7
0
5
@
pref.y

am
ag
u
ch
i.lg
.jp

■
問
合
せ
先

県
税
務
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
２
７
７

山
口
県
税
事
務
所

石
綿
救
済
法

特
別
遺
族
給
付
金

石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾
病

に
よ
り
死
亡
し
た
労
働
者
の
ご
遺
族

で
、
労
災
保
険
法
の
遺
族
補
償
給
付

を
受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅

し
た
人
に
対
し
て
特
別
遺
族
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●登録対象者

妊娠・出産・育児・介護を理由として退職した人

で、将来再就職を希望する人。（ただし、退職前に雇

用保険被保険者であった人。）

●支援内容

・再就職準備セミナー（Re・Beワークセミナー）

・再就職に役立つ情報誌の提供

・個別相談を受けます。

●登録手数料

無料

登録期間は４年間です。（希望する場合は１回に限

り更新できます。）

「もう一度働きたい！」
～あなたのカムバックを応援します～

■問合せ先　

（財）21世紀職業財団山口事務所　Tel083（923）2041

過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離

職
者
に
対
し
て
、
無
料
で
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

●
受
付
期
限

11
月
17
日
金

●
対
象
者

石
綿
を
製
造
し
、
ま
た
は
取
り
扱

う
作
業
に
従
事
し
て
退
職
し
た
人

で
、
以
下
全
て
の
項
目
を
満
た
し
て

い
る
人
。

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き

る
こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
。

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た

事
業
場
が
廃
業
や
倒
産
、
退
職
者
に

対
す
る
健
康
診
断
を
拒
否
な
ど
の
理

由
で
石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所

有
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
申
請
さ
れ
た
人
全
員
が
受
診
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

事
前
に
申
請
書
を
入
手
し
、
申
請

者
本
人
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
財
）
山
口
県
予
防
保
健
協
会

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
０
０
０
８

山
口
労
災
病
院

Tel
０
８
３
６
（
８
３
）
２
８
８
１

再就職希望登録者支援事業の登録者募集

Tel
０
８
３
４
（
３
１
）
２
１
５
２

〔
納
付
相
談
〕

●
請
求
に
つ
い
て

年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
特
別
遺

族
給
付
金
（
特
別
遺
族
年
金
）
は
、

請
求
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

に
な
り
ま
す
の
で
、
請
求
が
遅
く
な

る
と
受
給
総
額
に
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、
法
施
行
日
か
ら
３
年
を
経

過
し
た
平
成
21
年
３
月
27
日
以
降

は
、
そ
の
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

○
特
別
遺
族
給
付
金
・
労
災
保
険

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部

労
災
補
償
課

Tel
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
７
４

下
松
労
働
基
準
監
督
署

Tel
０
８
３
３
（
４
１
）
１
７
８
０

○
労
災
保
険
給
付
対
象
と
な
ら
な
い

人
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機

構
Tel
０
１
２
０
（
３
８
９
）
９
３
１
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《11月16日～12月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生小学校２年　廣中紗雅音平生中学校３年　河野美穂

町制施行50周年記念ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

山のみどり
うみの青

みんなのやさしさ
大すき平生

平成18年度特別展示第６弾「日本画巨匠版画展」開催中（～11月25日） 町歴史民俗資料館付属展示室


